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日
本
は
、
世
界
が
嘗
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
展
し
、
内
閣

府
発
表
の
平
成
二
一
年
版
高
齢
社
会
白
書

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
日
現

在
の
高
齢
化
率
（
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）
は
、

二
二
・
一
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
ア

ジ
ア
地
域
に
は
、
日
本
と
同
等
か
そ
れ
以

上
の
速
さ
で
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

国
々
が
あ
る
。
先
進
諸
国
と
異
な
り
、
社

会
保
障
制
度
が
不
十
分
な
ま
ま
高
齢
化
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
各
国
政
府
は
、

そ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
ア

ジ
ア
地
域
で
は
、
家
族
が
高
齢
者
支
援
の

核
で
あ
っ
た
が
、
産
業
化
に
伴
う
人
口
お

よ
び
社
会
変
動
に
よ
り
、
そ
の
伝
統
的
な

家
族
機
能
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
高
齢
化
の

現
状
と
、
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
最
近
の

資
料
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
各
国
の
現
状
を
概
観
す
る
も
の

と
し
て
、
片
多
順
編
著
『
高
齢
者
福
祉
の

比
較
文
化　

マ
レ
ー
シ
ア
・
中
国
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
日
本
』（
九
州
大
学
出
版

会　

二
〇
〇
〇
年
）
は
、
政
治
・
経
済
・

社
会
体
制
、
民
族
、
宗
教
、
文
化
の
あ
ら

ゆ
る
面
で
異
な
る
国
々
が
、
高
齢
化
と
い

う
共
通
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

を
比
較
す
る
。
他
方
、
沈
潔
編
著
『
中
華

圏
の
高
齢
者
福
祉
と
介
護　

中
国
・
香
港
・

台
湾
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
七

年
）
は
、
儒
教
文
化
を
共
有
し
な
が
ら
、

政
治
・
経
済
・
社
会
体
制
の
異
な
る
中
華

圏
が
、
老
親
扶
養
の
家
族
文
化
と
相
互
扶

助
の
地
域
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

高
齢
者
福
祉
に
反
映
さ
せ
て
き
た
の
か
解

明
を
試
み
る
。
同
じ
く
儒
教
文
化
圏
の
韓

国
で
は
、
一
九
九
八
年
の
経
済
危
機
と
政

権
交
代
以
降
、
社
会
福
祉
制
度
が
大
き
く

変
化
し
た
。
韓
国
社
会
科
学
研
究
所
社
会

福
祉
研
究
室
『
韓
国
の
社
会
福
祉
』（
新
幹

社　

二
〇
〇
二
年
）
は
そ
の
変
化
と
新
た

な
問
題
点
、
未
来
へ
の
課
題
を
整
理
す
る
。

木
原
隆
司
著
『
高
齢
化
す
る
東
ア
ジ
ア

の
金
融
市
場
育
成
と
社
会
保
障
整
備　

知

的
支
援
の
可
能
性
』（
国
際
協
力
機
構
国

際
協
力
総
合
研
修
所　

二
〇
〇
八
年
）
は
、

高
齢
化
が
金
融
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
を
分

析
し
、
各
国
の
公
的
年
金
制
度
と
そ
れ
を

支
え
る
金
融
市
場
の
現
状
を
報
告
す
る
。

高
齢
者
を
と
り
ま
く
生
活
条
件
の
う
ち
、

居
住
形
態
に
着
目
す
る
嵯
峨
座
晴
夫
［
ほ

か
］
著
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
世
代
間
の
居

住
形
態
と
高
齢
者　

台
湾
・
韓
国
・
日
本
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
比
較
研

究
』（
早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー　

二
〇
〇
三
年
）
は
、
各
国
別
の
文

献
目
録
と
解
題
が
豊
富
で
参
考
に
な
る
。

保
健
・
医
療
の
分
野
で
は
、
ア
ジ
ア
人

口
・
開
発
協
会
が
『
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢

化
と
保
健
の
実
態
調
査
報
告
書
』
と
し
て
、

二
〇
〇
〇
年
に
上
海
市
、
二
〇
〇
一
年
に

は
タ
イ
の
事
例
を
ま
と
め
て
い
る
。
都
市

部
か
ら
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
が
中
国

の
特
徴
で
あ
る
が
、
上
海
市
は
、
人
口
抑

制
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ
、
中
国
で
最

も
高
齢
化
が
進
ん
だ
都
市
で
あ
る
。
一
方
、

タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
で
も
、
出

生
力
の
低
下
速
度
が
激
し
い
国
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
井
伊
雅
子
編
『
ア
ジ
ア
の
医
療

保
障
制
度
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
九
年
）
で
は
経
済
学
者
や
臨
床
医

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
台
湾
、

日
本
の
医
療
保
障
制
度
を
比
較
・
分
析
す
る
。

つ
ぎ
に
前
例
の
な
い
規
模
と
速
度
で
高

齢
化
が
進
む
中
国
に
つ
い
て
ま
と
め
て
紹

介
す
る
。
王
文
亮
著
『
中
国
の
高
齢
者
社

会
保
障　

制
度
と
文
化
の
行
方
』（
白
帝

社　

二
〇
〇
一
年
）、
中
国
研
究
所
編
『
中

国
は
大
丈
夫
か
？　

社
会
保
障
制
度
の
ゆ

く
え
』（
創
土
社　

二
〇
〇
一
年
）、
沈
奇

志
著
『
改
革
開
放
中
国
の
光
と
「
陰
」
積

み
残
さ
れ
た
福
祉
』（
文
眞
堂　

二
〇
〇
三

年
）、
広
井
良
典
、
沈
潔
編
著
『
中
国
の

社
会
保
障
改
革
と
日
本
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房　

二
〇
〇
七
年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高

齢
者
福
祉
を
含
む
社
会
保
障
の
変
遷
と
、

そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
詳
し
い
。
ま

た
、
宇
佐
見
耕
一
編
『
新
興
工
業
国
の
社

会
福
祉　

最
低
生
活
保
障
と
家
族
福
祉
』

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

二
〇
〇
五
年
）

に
は
、
李
蓮
花
著
「
中
国
都
市
部
の
高
齢

者
福
祉　

高
齢
化
、
市
場
化
と
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
」
を
収
め
る
。

中
国
に
お
い
て
も
、女
性
が
介
護
の
担

い
手
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
か
ら
高
齢
者
問
題
を
捉
え
た
資
料

と
し
て
、李
秀
英
著『
上
海
市
女
性
高
齢
者

生
活
状
況
に
関
す
る
訪
問
調
査
』（
ア
ジ
ア

女
性
交
流・研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム　

二
〇
〇
一

年
）は
、上
海
市
に
居
住
す
る
高
齢
女
性
に

行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
の
報
告
で
あ
る
。

荒
井
良
雄［
ほ
か
］著『
中
国
都
市
の
生
活

空
間　

社
会
構
造
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
高
齢

者
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

二
〇
〇
八
年
）

も
上
海
市
住
民
を
対
象
と
し
て
、生
活
空

間
の
特
質
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
、高
齢
化
等

の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。富
田
武
・
李
静
和

編『
家
族
の
変
容
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

少
子

高
齢
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
』（
日

本
評
論
社　

二
〇
〇
六
年
）に
は
、湯
山
ト

ミ
子
に
よ
る
、中
国
に
お
け
る
高
齢
者
扶

養
シ
ス
テ
ム
の
法
制
化
に
つ
い
て
、親
子

観
・
扶
養
観
の
視
点
か
ら
そ
の
特
質
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
を
収
め
る
。

最
後
に
、
高
齢
者
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど
の
物

的
な
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
保

障
と
し
て
の
「
生
き
甲
斐
」
が
不
可
欠
で

あ
る
。
謝
保
群
著
『
中
日
両
国
に
お
け
る

高
齢
者
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
現
状
と
課

題
』（
風
間
書
房　

二
〇
〇
七
年
）
は
、

そ
の
有
効
な
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
齢

者
の
生
き
甲
斐
を
創
出
す
る
生
涯
学
習
支

援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

世
界
が
初
め
て
経
験
す
る
人
口
高
齢
化

で
は
、
高
齢
者
自
身
も
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
さ
さ
き　

し
げ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）
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